
45

Webを利 用 した レポー ト提 出 シ ス >ム

榊原 正明 。相原 登史子
鳥取大学工学部物質工学科

An On‐hne ⅡomewOrk Subnlission Systenl using theヽ VO』d Wide Web

Masaaki SAKAKIBARA and TOshiko AIHARA
Department ofMtteritts Sdence,Faculty ofEnginee� ng
Totto� U�versity,Totto�)680-8552 Japan
E―maili sakaki@chem totto�―u acJp

Abstratt Allon-lulc holllework ttt� ssloll syStenl、 vtt Created甑釘eby studalts並 l�tholncwol・k盗的 mmh(mesandme梨 ]→ viahe
lltcmct lhc sy説 狙 Wtt appliedto atlluvcrslty coursc ol血 お醐耐∝ htCacy前硫血配 mewgcswcreq邦 箇配 41・Oadatabase lheglBdesgivell

tO mdellt ttsigmellts werc also reglstcred mto aぬ 伍碗se鞘�血 ndents could access IIoln a cliellt colnputcr

KeywOrds: upload,Fコ W,W,HOlne■■rork swbllnissIIoll system,Dabbase,Momatiolllltcracy

1.は じめに

われわれは,ネ ットワークを利用した学習ソフ

トの開発を行つている[1],[2].最近,データベ

ースを用いた eラ ーニングシステムの構築を試

みている [3]。 このシステムでは①サーバヘの解

答の送信と②採点結果の表示が,重要な役割をし

ている。今回 ,それに関連 して情報 リテラシの講

義で,学習者のレポー トの提出,成績の公開をネ

ットワークの利用で行 うシステムの構築を試み

たので報告する。

2.情報 ジテラシ

2.1 2002年 度

2002年の講義は,総合情報処理センターのパソ

コンを使用 して行つた。講義終了時にフロンピ~

か,あ るいは FTPを使つて課題の提出を行わせた ,

なお,FTPは ファイル転送プロ トコルであるとと

もに,フ ァイル転送実行のコマン ド名である。一

般的に FTPはユーザー名 とパスワー ドにより接

続時の認証が行われる。

学内だけか らアクセスできる研究室のサーバ

に,各学生に対 してユーザーを作成 した。

ユーザーの権限として,ユーザー用のディレク

トリにのみ閲覧・書き込みを可能にした。

セキュリティのために以下のような工夫を行

った。

①FTPの使用は授業中だけに限定 し,手間を軽

減するために,すべての学生に対 して同一のパス

ワー ドを適用 していたが,毎週必ずパスワー ドを

変更 した .

②FTPに よるファイル転送は,FTPク ライアン

トソフ ト (ffftpな ど)を使用するのが普通であ

るが,コ マン ドプロンプ トを利用 した ,

これは,大 学のパ ソコンのため,ソ フ トが自由

にインス トールできないこと,イ ンス トールが不

要のソフ トであつても,サーバのセキュリティ上 ,

設定などが残 らないようにするためである,

ファイル転送のコマン ド入力に大変手間がか

かる。そのために,あ らか じめ入力するコマン ド

を示 したプ リン トを配布 したところ,最初はとま
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どつた学生もいたが,毎回これを利用して慣れた

ようだ。

2. 2  20034千 度

2003年は,1年生全員にたいしてノー トパ ソコ

ンが必携 となつたので,講義はこれを利用 した

[4]。 また統合ソフ トとしてサン・マイクロシステ

ムズの StarSuite 6.0を使用 した [5].

講義の主な内容は以下のようである。

StarSuite Drawの 使い方

表計算 ドキュメントの使い方

pH滴定曲線 (強酸―強塩基 )

プレゼンテーション

ISIS/Drawに よる化学式

まず,大学推奨のノー トパソコンにはフロッピ

ー ドライブが標準装備でなく[4],更 に提出課題

の量も増えてフロンピ~での課題の提出はでき

なくなつた [6].

必携パソコンの導入に伴い授業以外でもイン

ターネットが使える環境になり,2002年度のよう

に授業時間だけに課題提出を限定すべきではな

いので,FTPに よる提出は取りやめた.そのかわり

に,教育用ネットワークに試行されたメールサー

バを利用してファイル添付で提出させていたが,

受講生が 60人 と多く,メ ールと課題のチェック

が面倒であるので,HTTPを 使ってのアップローダ

ーシステムを作成した,こ のシステムにより授業

以外の時間でもレポー トの提出が出来るように

した。

3.ァータファイル

データベースに記録するデータの形は,データ

を管理しやすくするためにテーブルと呼ばれる

表にデータが記録される,テーブルには,テ ーブ

ル名が付けられる.そ して,1件データが増えてい

くごとに,テーブルの 1行 (レ コー ド)が増えてい

く,テーブルの縦方向を列 と呼び ,各列に列名が

あり,列 はデータ型を持つ.列の数は,テーブルを

作つた時に決まり,増やすことは出来ない。

データ型は,そ こに入るデータの形式を指定し

たものである.縦の列を 「属性」と呼び,レ コー ド

を識別する役割を果たす属性を「主キー」と呼び ,

今回は学生番号がそれに当たる [7].

4.シ ステムの説明

今回のシステムは,サーバにデータベースとア

プリケーションプログラムをおいた「クライアン

ト・サーバ型システム」である。クライアン トに

は WWWブラウザーがあればよく,プログラムの変

更・修正はアプ リケーションプログラムだけをす

ればよい.分子の対称性についての学習のために

構築 したシステム [3]と 同 じ構造である.ア プ リ

ケーションプログラムは PHP言語 (HTMLフ ァイル

に埋 め込んで使 えるス ク リプ ト言語 )で 作成

し ,DBMS(デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム )は

PostgreSQLを 使用 した。

「学習者」はクライアン トのホームページから,

ファイルを送信でき,ま た ,メ ンセ~ジ ,名 前,ア

ンプロ~ド 日時,ア ップロー ドしたファイル名も

送信 され,データベースに登録 される,こ れによ

つて,誰が,いつ,ど ういう名前のファイルを送信

したかという情報がサーバに残る。

以上のことより課題の提出が確認 される.

HTTPを使つてのアップローダーは,FTPと 異な

リアップロー ドしたファイルをダウンロー ドす

ることができない.

アップロー ドに関連するリストは,次のようで

ある。なお PHPの変数は$で始まる。

Sto= '/***/****/',$loginino,$HTTP_POST_FILE
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S['data']['name'];

ファイル名($HTTP_POST_FILES['data']['name']

)の 先頭にログインしたユーザー名 (学生番号 )

$login_nOを つけて新たなファイル名 としている。

そ してファイル名から誰のファイルか分かるよ

うにした .

学習者のメッセージをデータベースに登録す

る (新 しいレコー ドを追加する)リ ス トを示す ,

insert into upl(no,name,msg,jikan,file)

values('$logi4_no','$login_name','Smsg',now

(),'Sto'),
uplは テーブル名を (nO,name,msg,jikan,file)

は列名を示している。

$login_nO  (ロ グインした学生番号)
$login_name (ロ グインした学習者名 )

$msg

now()

$to

(メ ッセージ)

(現在時間)

(フ ァイル名 )

ファイル とメンセ~ジも HTTPを使つて送信 し

ている .

なお,HTTPは WWWで用い られ る基本的な通信プ

ロ トコルである.HTTPは WWWサユバに情報の送信

を要求 (リ クエス ト)し HTMLで 記述 された ドキュ

メン トデーターをクライアン トに送 り返すのに

用いる.

この場合,WWWサ ーバから送 られるものは,テ キ

ス ト,HTMLタ グ,ヘ ング情報 (リ クエス トの可否 ,

現在の時刻 ,サーバの種類),エ ラーを検出した場

合のエラーコー ドである。HTTPに よリテキス トだ

けでなく,静止画,音声,動画,プ ログラムも扱え

るようになつている.

「レポー ト管理者」は「学習者」のファイルを

FTPでサーバからダウンロー ドし,データベース

からメンセ~ジをブラウザーにより読むことが

できる。

5.レポー トの結果表示

2002年では,レポー ト課題の成績などはホーム

ページ上で全員の結果がお互いに見えて しまう

表の形式で公開していた。

2003年 は,「 レポー ト管理者」は一人一人の

課題評価のデータをサーバにアップロー ドすれ

ば,データベースに課題評価のデータが登録 さ

れて課題評価確認ページが作成 される.

「学習者」はログイン時にユーザー番号 (学生

番号)を入力すると,その学習者の成績のみを閲

覧することができるようにした。

ユーザーは学生番号で識別 してお り,すべての

成績データのレコー ドに学生番号が入つている。

具体的には

1.成績データをサーバに FTPでアップロー

ドする。

2.サーバ上で成績データを COPYコ マンドで

データベースにコピーされ,以下のような成績デ

ータ(kadai)と して (列名は学生番号,課題名,評

価,提出日,コ メント)登録 される .

学生番号

4001
4002

課題名

A

B

評価

OK

再

提出日

7/1
7//7

コメン ト

3.「表示用のプログラム」は,「学習者」が

そのページにアクセスしたときに実行される。

「表示用のプログラム」の概略を説粥する。

成績表のテーブル (kadai)か ら,入力された学

生番号を SELECT文 で検索して,提出日 (列名)順

に並べる部分のリス トを示す .

select * from kadai where no='$login_nO'

Order by 謗整とH日 ,

検索データを表示する部分のリス トを示す。

for(SrOw=o,     $row〈 db_row_count(3result),

$row+キ) {
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$rows= db_fetch($result,Srow),
print('〈 tr〉 '),

for(Si=0, siく $field_count, $三十+) (

print('〈 td〉 ',$rows[Si].'〈 /td〉 ');

他に使用 したテーブル (テ ーブル名)を以下に示

す。

名簿 (heibo)列名は学生番号と氏名

ログ (k_log)列名は学生番号と日時

6。  おわり1こ

「学習者」と「レポー ト管理者」とサーバとの

間の情報の流れを図に示す。

レポー ト管理者

ヽ
・ ._.._.壁

①成績確認 http
②ファイル提出,メ ッセージ送信 http
③メッセージ確認 http
④ファイル受け取り ftp
⑤成績送信 ftp

今回のシステムの特徴は以下のようにまとめ

られる。

FTPでは,サーバのハー ドディスクの一部を学

生に自由に利用させてしまうことになリセキュ

リティ上の問題があるが,ア ップロー ドのみ可能

なアップローダーでは,自 由に使 うことができな

いので,授業時間以外に利用 させ ることができ

る.

また,ア ップロー ド時にファイル名の先頭に学

生番号を付加するようにして勝手な名前を付け

ても,フ ァイル名から作成者 (提出者)が確認で

きるようにした。

学習者毎の レポー トの結果をみ られるように

し,学習者の個人情報が他人からみられないよう

に配慮 した .

今後の課題 として,課題評価のデータのサーバ

ヘのアップロー ドは FTPでなく,ホームページか

らできるようにして「レポー ト管理者」の操作性

の向上を図ることである。
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